
令和５年度
第１回 紀の川市まち･ひと･しごと創⽣総合戦略審議会 次第

１．開会

２．委員等紹介

３．会⻑あいさつ

４．人口の現状について

５．デジタル田園都市国家構想について

６．議題

（1）「令和4年度地⽅創⽣推進交付⾦の効果検証」について

・「住いも⽢いも紀の川市」移住・定住・交流促進プロジェクト
【 資料① 、①－１、①－２、①－３ 】

・紀の川市ローカル×クリエイター共創プロジェクト
【 資料② 、②－１ 】

・関空⽴国デスティネーション化推進事業
【 資料③ 、③－１】

（２）「令和5年度デジタル田園都市国家構想交付⾦（地⽅創⽣推進タイプ）
の申請内容」について

・紀の川市ローカル×クリエイター共創プロジェクト
【 資料④－１ 】

・関空⽴国デスティネーション化推進事業
【 資料④－２ 】

７．その他

８．閉会

紀の川市まち･ひと･しごと創⽣本部事務局（企画部 企画経営課内）

⽇時︓令和5年8月7⽇（月）13:30〜
場所︓紀の川市役所 3階 庁議室



PLAN【計画】

DO【実⾏】

地⽅創⽣推進交付⾦ 効果検証シート

交付⾦名
「住いも⽢いも紀の川市」移住・定住・交流促進プ
ロジェクト

担当課
地域創生課
農業振興課

検証日 令和5年8⽉7日

事業目的

 本市の豊富な地域資源を活かした取組、空き家の把握と活用を推進するための取組、基幹産業である農業を中
⼼としたしごと創出の取組等を⼀体的に進めるとともに、紀の川市シティプロモーション戦略のブランドコンセ
プトである「住いも⽢いも紀の川市」に込められている「住みよいまち」であることを発信することで移住・定
住・交流の促進を図り、社会動態の改善と⻑期的な⼈⼝確保を目指す。

支出⼀覧 支出額 支出額の内交付⾦ 支出額の内⼀般財源

プロモーション戦略事業 9,801,600 4,900,800 4,900,800

移住フェア出展事業 286,000 143,000 143,000

空き家活用促進連携事業 550,000 275,000 275,000

新規就農者受入プログラム 7,991,718 3,995,859 3,995,859

合計 18,629,318 9,314,659 9,314,659

計画概要

■「住いも⽢いも紀の川市」移住・定住・交流促進プロジェクト
 事業発展期と位置づけ、プロモーション戦略事業においては、前年度から引き続きポータルサイトを利用した
市内事業者等の情報発信を強化するとともに、同サイト内において情報発信ツールの活用を広げ、より多くの地
域情報が閲覧できるよう取り組むほか、フルーツを中⼼としたプロモーションを実施する。また、移住・定住促
進戦略事業においては、前年度に引き続き、移住・定住ポータルウェブサイトを活用した移住フェアへの出展、
空き家情報の掘り起こしのための地域向けセミナーの開催および空き家活用の担い手育成、新規就農者受入プロ
グラムの第1期生の研修支援及び独⽴に向けた就農環境の整備支援、第2期生の募集支援等、取り組みの深化と
併せ、次年度以降の⾃⽴運営に向けた支援事業を実施する。

実施結果

■「住いも⽢いも紀の川市」移住・定住・交流促進プロジェクトの主な実績
 ①市の魅⼒や施策を伝える「紀の川スタイル」を作成・配布。歴史を通じたシビックプライドの醸成を目
  指した「紀の川⼈」の発⾏
 ②「おいでや︕いなか暮らしフェア2022」、「マイナビ就農フェスト」等に出展
 ③空き家所有者・空き家活用希望者向けに空き家対策セミナー、相談会の実施や、講演会とまち歩きを合
  わせたイベント「空き家活用ミーティング」の開催
 ④令和2年度に作成した新規就農者受入プログラムに基づく第2期生の募集及び現地視察会の実施や、第1
  期生の独⽴へ向けたフォローアップとして、オンライン⾯談や先進地視察を実施

資料①



CHECK【検証】

ACTION【改善】

指標
総合戦略

実績値
（増加数）

目標値
（増加数）

最終
目標値

単位 R1 R2 R3 R4 R4 R4

⼈ 1,400 ⁺40

移住相談件数 件 113 ⁺9
市（担当課・創生本部） 審議会（案）

-36 ⁺197 ⁺50 ⁺110

新規就農者受入プログラム実施による移住者数 ⼈ 0 0 0 ⁺5 ⁺10 ⁺10
本事業の
ＫＰＩ

転入者数

⁺51 ⁺118 ⁺50 ⁺90

・新型コロナウイルス感染症の影響を受けながら
も、各事業が着実に実施できた結果、転入者数およ
び移住相談件数について、目標値を大きく上回った
ことは評価できる。
・左記の課題に加え、アフターコロナとなった現在
の移住者や新規就農希望者のニーズを的確に把握
し、他事業との連携や新たな支援を検討したなか
で、継続して各指標の数値を向上させていく必要が
ある。
・空き家バンクへの物件登録について、⽼朽化する
までの早期の登録が重要であるため、引続き啓発に
注⼒していただきたい。

報告日 令和 年 ⽉ 日

市（担当課・創生本部） 審議会（案）

改善策

【プロモーション戦略事業】
・広告代理店を使った⽐較的対象範囲の広い
大規模なPRだけでなく、市⺠や近隣市町村
に対して、より⾝近で生活者目線の魅⼒発信
ができる体制をつくる。
【移住定住、空き家】
・空き家情報の掘り起こし体制を整備、強化
することで、空き家バンクに掲載できる物件
数を増加させる。
【新規就農】
・現在の受入農家や那賀地方いちご生産組合
連合会と連携し、受入農家の確保に努める。
また、JA紀の⾥や農業委員会など関係機関と
の連携により遊休農地の情報収集に努めると
ともに、経営リスクを軽減するような補助制
度の創設を検討する。

改善策

・左記の改善策に加え、社会動態が改善している今
を紀の川市の好機と捉え、地域の魅⼒を強⼒に発信
し、紀の川市が「住みよいまち」であることを対外
的に更なるアピールが必要である。そのためには、
⾏政のみではなく、地域コミュニティや事業者・農
業者と連携しながら、⼀体的な推進を継続していた
だきたい。
・より多くの新規就農者を獲得すること、また紀の
川市における基幹的な農産物である果樹の生産⼒強
化に向けて、対象品目を拡充した新たな新規就農者
受入プログラムを検討していただきたい。

課題

【プロモーション戦略事業】
・転入者数が増加し、同時に転出者が減少し
たことで社会動態が改善している。これは⺠
間の宅地造成によるハード⾯の整備ととも
に、こども医療費の無償化、若者の住宅取得
に対する補助⾦など経済的な支援の他、紀の
川市が住み⼼地のよい⾃治体であるというブ
ランディングの成果でもあり、引き続き効果
的な取組みが必要である。
【移住定住、空き家】
・移住相談件数の増加に⽐例して、ワンス
トップ窓⼝を利用した移住者数も増加した。
また、空き家バンク掲載物件数は増えたこと
で、契約成⽴件数は増加した。今後の契約成
⽴件数の更なる増加へ向けて、情報提供でき
る空き家の登録件数の増加が不可⽋である。
【新規就農】
・研修生を受け入れてもらえるいちご農家が
少なく、研修生が就農する際の農地確保や、
資材価格の高騰によるハウス等施設の建設に
かかる経営リスクへの支援が必要である。

議 会

課題



PLAN【計画】

DO【実⾏】

実施結果

■紀の川市ローカル×クリエイター共創プロジェクトの主な実績
 ①第2回加工商品開発コンテストにかかる市内生産者の募集（11名応募、7名選考）
 ②第2回加工商品開発コンテストにかかるクリエイターの募集（55名応募、7チーム選考）
 ③第2回加工商品開発コンテストの開催（優秀賞チーム4組、敢闘賞チーム3組）
 ④第1回加工商品開発コンテスト優秀賞チームの商品化サポート、販路拡⼤⽀援
 ⑤加工商品認定ブランド「ISSEKI」の発表
 ⑥６次産業化ビジネス創出スクール
  （講演会40名参加、スクール（全3回）24名参加、個別相談会延べ21名参加）

合計 21,671,000 10,835,500 10,835,500

計画概要

■紀の川市ローカル×クリエイター共創プロジェクト
 引き続き、商品開発に取り組み、展示会への出展に向けて商品化を進める。完成後には第1回コンテストの受
賞商品がブランド入りし、展示会への出展を実施する。併せて、第2回コンテストを実施する。また、コンテス
ト参加者の育成も含めた、６次産業化推進のための「紀の川市農業ビジネス創出スクール（初級・中級者向
け）」を開催し、加工商品開発のステップアップを促すとともに、事業推進主体である【仮称】紀の川市加工商
品ブランド協議会の設⽴に向けた準備に取りかかる。２年目はコンテスト、ブランド認定と販売促進までの１
クールを完了し、６次産業化推進のためのプラットフォーム構築にかかる事業展開期と位置付ける。

紀の川市加工商品ブランド創出事業 19,691,000 9,845,500 9,845,500

紀の川市農業ビジネス創出スクール事業 1,980,000 990,000 990,000

事業目的

 紀の川市の魅⼒ある地域資源や産品の発掘、磨き上げ、商品開発、販路開拓を⾏う生産者等を育成することに
より、特色ある商品のブランド化、地域産品の高付加価値化、６次産業化の推進を図るとともに、国内外での販
路拡⼤に努める。
 また、事業参加者がノウハウを蓄積し、継続した商品開発を⾏うことで、市全体の商品化の気運を高め、地域
経済の活性化と持続化を目指す。

⽀出一覧 ⽀出額 ⽀出額の内交付⾦ ⽀出額の内一般財源

地⽅創⽣推進交付⾦ 効果検証シート

交付⾦名 紀の川市ローカル×クリエイター共創プロジェクト 担当課 農業振興課 検証日 令和5年8⽉7日

資料②



CHECK【検証】

ACTION【改善】

課題

【加工商品ブランド創出事業】
・第2回コンテストでは、第1回と比べ生産者
の募集の枠を広げたため、今回も多くの参加
申込があり7名を選考した。⼤⼿広告代理店
や企業に所属する有能な人材がクリエイター
として多数参加し、面談を経て生産者との
マッチングを⾏ったが、生産者の事業プラン
に合ったクリエイターの選考に苦慮した。ま
た、商品化の⽀援の対象外となった敢闘賞の
3組についても、商品化の意志が強いため、
アドバイス等のサポートが必要である。
・第1回コンテストで優秀賞を受賞した2組
は、令和5年3⽉に東京都内で開催された⼤型
展示会「FOODEX JAPAN2023」に出展し高
評価を得たが、今後の効果的な販売戦略を⽴
てる必要がある。
・令和5年2⽉に発表した紀の川市初の認定ブ
ランド「ISSEKI」の認知度向上のため、積
極的なプロモーション活動が必要である。
【６次産業化ビジネス創出スクール】
参加者アンケートでは満⾜度も高く、次回の
参加希望者も多数あったが、6次産業化ビジ
ネスの実践者を増やしていくことが重要であ
る。

議 会 報告日 令和 年 ⽉ 日

市（担当課・創生本部） 審議会（案）

改善策

【加工商品ブランド創出事業】
・開発された商品の販路拡⼤を図るため、効
果的な販売促進事業を実施するとともに、認
定ブランドの認知度向上を図るため、あらゆ
る機会においてプロモーションを⾏う。
【６次産業化ビジネス創出スクール】
・実践者を増やすため、上級者向けの講義も
⾏うなど、スクール全体の底上げを図る。

改善策

・左記の改善策に加え、コンテストで開発された加
工商品の販路拡⼤や認知度向上のため、紀の川市内
で誰もが容易に⼿に入る環境づくりの推進が必要で
ある。

課題

⁺3 ⁺20 ⁺20 ⁺60

・第1回コンテストから募集枠を拡⼤するなど事業
を改善しながら、農家の所得向上に必要なブランド
化、地域産品の高付加価値化、６次産業化の推進に
寄与できることは評価できる。
・また、加工商品開発コンテストにかかるクリエイ
ターの募集について、第1回目のコンテストに引き
続き多くの応募者があったことは、紀の川市の認知
度向上にも繋がっており、事業実施による宣伝効果
についても評価できる。
・左記の課題に加え、「ISSEKI」が市⺠へも浸透
し、市⺠が⾃発的に対外的な発信ができるような仕
組み作りや機運醸成が必要であるとともに、今後の
ブランド管理体制の構築が急務であると考える。

市（担当課・創生本部） 審議会（案）

⁺730 0 ⁺1,925 ⁺1,925

「加工商品ブランド創出事業」による関係人口増加数 人 － ⁺9 ⁺2 ⁺4 ⁺2 ⁺8
本事業の
ＫＰＩ

加工商品（本事業により開発された商品）の売上額 千円 － 0

「紀の川市農業ビジネス創出スクール」への参加事業者数 人 － ⁺21

指標
総合戦略 実績値（増加数） 目標値（増加数） 最終目標値

単位 R1 R3 R4 R4 R5 R５



PLAN【計画】

DO【実⾏】

地⽅創⽣推進交付⾦ 効果検証シート

交付⾦名 関空⽴国デスティネーション化推進事業 担当課 観光振興課 検証日 令和5年8⽉7日

事業目的

 関空から⾞で40分という利便性を⽣かし、関空利⽤の訪日観光客を紀の川エリアまで周遊させるため、①紀
の川市の最⼤の魅⼒である年中とれるフルーツを楽しんでもらえる体験型観光コンテンツ作りを強化するととも
に、②関空を中⼼とした関⻄圏からの様々な移動⼿段を活⽤したツアー企画や体験商品の販売、③フルーツや地
域農産物等を活⽤した特産品を開発販売することで、旅⾏消費額の増加、地域の稼ぐ⼒の強化につなげていく。

支出一覧 支出額 支出額の内交付⾦ 支出額の内一般財源

観光交流創造事業（紀の川フルーツ観光局補助⾦等） 15,492,137 2,266,550 13,225,587

うち交付⾦対象事業分 4,533,100 2,266,550 2,266,550

合計 15,492,137 2,266,550 13,225,587

計画概要

■関空⽴国デスティネーション化推進事業
 魅⼒的な滞在コンテンツの確⽴を図る。ＤＭＯとの連携体制を構築し、りんくうエリアへの人の流れを定着化
させることで、広域エリアにおいて関空利⽤者の目的地となるための取り組みを深化する。

実施結果

■関空⽴国デスティネーション化推進事業
 ①会議の開催（総会・理事会）
 ②わかやまリフレッシュプランS実績（7名）
 ③視察・研修受入（2回・7名）
 ④モニターツアー実績（3団体、延べ10日）
 ⑤オリジナル商品・ギフトボックスの販売
 ⑥紀の川フルーツフェアの開催（近鉄百貨店和歌山店）
 ⑦紀の川秋のフルーツスタンプラリーの開催
 ⑧事業者協⼒型⾃家⽤有償輸送を活⽤した「紀の川ぐるっと満喫」ツアー造成
 ⑨観光庁の「地域独⾃の観光資源を活⽤した地域の稼げる看板商品の創出」の実施（委託先︓リクルート）
 ・Googleビジネスプロフィール活⽤セミナーの実施
 ・ルートマップ作成およびモニターツアーの実施
 ・⺠間旅客運送業者による旅⾏商品の造成
 ・フルーツ料理（紀の川フルーツディッシュ）開発

資料③



CHECK【検証】

ACTION【改善】

指標
総合戦略

実績値
（増加数）

目標値
（増加数）

最終
目標値

単位 R1 R2 R3 R4 R4 R5 R５

⁺46       ⁺54 ⁺2,640 ⁺2,740 ⁺10,000

-1,374 ⁺17,250 ⁺21,750 ⁺60,000千円 － ⁺3,510 ⁺1,302

市（担当課・創⽣本部） 審議会（案）

課題

・新型コロナウイルス感染症の収束ととも
に、徐々に観光客（インバウンド含む）が復
活の兆しを⾒せているなか、2025関⻄・⼤
阪万博に向けて3市（泉佐野市、和歌山市、
紀の川市）が相互連携し、紀の川フルーツ観
光局を軸として誘客への取組を実施する必要
がある。
・紀の川市と紀の川フルーツ観光局との連携
を密にした中で、効果的なプロモーション事
業の展開が必要である。

課題

・左記の課題に加え、アフターコロナにおけるイン
バウンド需要の回復を⾒据えた具体的な事業展開が
求められるため、戦略的なインバウンド需要を獲得
するためのロードマップを明確に示したなかで、事
業の展開が必要であると考える。
・特に効果的なプロモーションについては、ター
ゲット層を明確にしたなかで進めていただきたい。
・2025関⻄・⼤阪万博の開催までにも弘法⼤師⽣
誕1250年や「紀伊山地の霊場と参詣道」世界遺産
登録20周年といった⼤きなイベントが近隣であるこ
とを好機と捉え、加速度的に取組を進めていただき
たい。

本事業の
ＫＰＩ

市内宿泊施設のインバウンド宿泊者数 人 377 -340

当該事業による消費効果額

議 会 報告日 令和 年 ⽉ 日

市（担当課・創⽣本部） 審議会（案）

改善策

・今後も継続して、泉佐野市、和歌山市と広
域連携に取組むとともに、紀の川フルーツ観
光局が旅⾏商品の開発等により収益⼒をつ
け、持続的運営ができるよう支援を⾏うこと
で、更なる誘客を図る必要がある。併せて、
地域活性化起業人制度を活⽤し、⺠間企業の
知⾒を活かした事業を展開していく。
・観光客の市内滞在時間や、観光消費額を増
加させるため、インバウンドにターゲットを
絞った二次交通施策の推進を支援する。 改善策

・左記の改善策に加え、地域活性化起業人と連携
し、これまでの実証事業等で得た情報を活かした商
品等の開発によって、継続して地域内での消費を拡
⼤する事業に取り組むことが必要であると考える。
・紀の川市内に新たにビジネスホテルが完成したこ
とを好機と捉え、市内滞在時間の増加を目指した事
業を宿泊施設と連携しながら進めていただきたい。
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１ アドベンチャーワールドのパンダに桃を贈るイベント 

 １）市が企画・実施する「市施策ＰＲ事業」や「フルーツとＳＤＧｓの取組ＰＲ事業」

等の告知とプロモーションを行う。 

「フルーツとＳＤＧｓの取組ＰＲ事業」 

アドベンチャーワールドの動物たちに紀の川市から特産品の「桃」をプレゼント!! 

 

□PR タイトル 和歌山県・紀の川市からの暑中見舞い 

□PR リード アドベンチャーワールドの動物たちに紀の川市から特産品の「桃」をプレゼント!! 

□概要 【桃の贈呈式について】 

  と き：令和 4 年 7 月 17 日（日） 午前 9 時 15 分～9 時 30 分（開園前） 

  ところ：アドベンチャーワールド（白浜町堅田）パンダラブ （関係者入口から入場） 

  出席者： アドベンチャーワールド園長  今津孝二様 

  紀の川市企画部地域創生課長  畑清美 

     紀の川市内の小学生 4 人（3 家族） 126 件の応募の中から抽選 

 内容： 紀の川市の小学生から桃の贈呈、 

  パンダとの記念撮影、 

  来園者 150 人に桃の無料配布 

        

 

□メディア掲載実績、広告換算額検証（詳細は別巻資料） 

  新聞記事掲載/読売新聞（和歌山版/２０２２年７月１８日） 

  毎日新聞（和歌山版/２０２２年７月２７日） 

 Web ニュース/LINE NEWS、Yahoo!ニュースなど全８５サイト 

  

 広告費換算計   8,417,719 円 
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■プレスリリース資料/事前 

 

■プレスリリース資料/事後 
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■新聞記事 1   

【読売新聞 和歌山】２０２２年７月１８日（月） 

 

■新聞記事 2   

 【毎日新聞 和歌山】２０２２年７月２７日（木） 

 

■広告費換算 
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２ 『紀の川スタイル』発行 

 １）新聞折り込みとポスティングによる戦略アプローチ 

情報を届けたい対象は「紀の川市民全体」と、周辺市、特に岩出市、かつらぎ町、和歌山市の三市町

に絞り、しかも「賃貸住宅に住む３０～４０代のファミリー」層が多い地域としました。 

前述の通り、紀の川市で増加している「３０～４０代が住宅取得のタイミングで、０～１４歳の子どもと

共に転入してきており、それは和歌山県トップ」という“事実”を反映したターゲットです。 

そこで、国勢調査のエリア別の人口統計や新聞配布統計などのデータを検討し、紀の川市では新聞

折り込みチラシとして配布し、ターゲットエリアでは結婚後の居住地選択に決定権を持つと言われる

「25～３４歳の女性」の多いエリアを絞り込んで、ポスティング配布を展開することにしました。 

それは、結果として「25～３４歳の女性」の母親層も巻きこむ効果が表れていました、 

 

コンビニ店頭でのターゲットへのアプローチ 

また、和歌山市ではポスティングで届かない層へのアプローチとして、コンビニの店頭での配置型の

フリーペーパーラックを活用した「配置配布」を行い、新聞折り込み×ポスティング×コンビニ配布という

多面的な配布を実施しました。 

 

 ２）コミュニティぺーパーの配布作戦 

 

配布計画の概要 

サイズ Ｂ４カラー ８ページ（中折り 綴じなし） 

発行部数  ４０,０００ 部 

配布 新聞折り込み  ２５,９００ 部 １２月２３日（金） 

 リビング折り込み １２,４３０ 部 （ポスティング）  

 コンビニ配置配布 １,１００ 部 

 紀の川市配置配布 ５００ 部  配布計 ３９,９３０部 

※詳細は別巻資料参照 

 

▽ メインの紀の川市を中心とした新聞折り込みは２０２２年１２月２３日（金）の朝刊で実施しました。 

 クリスマスイブの前日であり、年末年始を控えコロナ感染で帰省できなかった県外への流出した 

 若い世代や家族が帰ってくる正月休みの直前です。 

▽ コンビニ配置を１２月２６日からスタートし、１月２２日までの４週間実施しました。 

 年末年始で、買物に寄った若い人たちをターゲットに展開しました。 

▽ １２月２７日からは、リビング新聞の折り込みで岩出市、かつらぎ町、和歌山市の三市町にて実施。 

▽ 賃貸住宅が多く、25～３５歳の女性人口が多いエリアを抽出し、配布しました。 
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■エリア選定資料例 （赤いエリアほど、25～３４歳の女性の割合が高い） 

▽  
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 3）女子大学生を起用した紀の川市体験型企画 

 

なぜ、「住み続けたいまち・紀の川市」の再発見に、女子大学生なのか 

 それは、紀の川市に先入観を持っていないこと。そして、次のターゲット世代であり、最終目的である

紀の川市民として生活する情景を都市生活者の感性で体感してもらうためです。 

 特に、条件を紀の川市が身近ではない「京都・大阪北部・阪神のエリアの大学生」とし、研究分野とし

ての地域創生などを専門的に学ぶ学生ではなく、「田舎に住むことに、関心がある」という“ふつうの大

学生”を事前設定しました。 

 大学は、関西学院大学、大阪産業大学、立命館大学、京都ノートルダム女子大学の４校で、学部も学

科も専攻もバラバラな、ほぼ初顔合わせの８人です。 

 しかも、大学生には昼１１時に紀の川市に入り、翌日夕方５時に紀の川市を発つ３０時間で「観光客で

はなく、結婚して住むまちを探索する」という想定を提示し、紀の川市体験を実施しました。 

 観光地としてではなく、まちの歴史を感じる場所として、早朝の粉河寺は含めましたが、準備した体験

は紀の川市民には日常であり、体験です。 

 しかも、その結果を形式的なレポートではなく、自由形式のカンファレンス（お互いに体感した事を話

し合い、さらに感度を高めて体験を重ねる）として、時には食事をしながら、時には紀の川市を散策しな

がら、時には移動のクルマの中や野外、お店などでふだんのようにスマホで写真を撮り、それをＬＩＮＥ

にあげるなど、「ふだんの生活行動」として、おしゃべりと画像・映像で報告してもらいました。 

 ▼共通の紀の川市の新体験で、会って打ち解ける大学生たち  ▼表紙写真撮影風景 

 

体験をコンテンツとし、コミュニティペーパーとしてまとめ、発信する 

 その体験カンファレンスのレポートが、「Ｋｉｎｏｋａｗａ Ｓｔｙｌｅ」というコミュニティペーパーであり、紀

の川市民に、地域再発見の楽しい読み物としてお届けしたものです。 

 カンファレンスをコミュニティペーパーのコンテンツにする。というアイデアは紀の川市からの提案でし

たが、堅苦しく、難解な学術用語やビジネス用語ではなく、「市民が見てわかる・感じる、読んで共感す

る・紀の川市を自分の体験と合わせて再発見する」という本事業のテーマにおいては、ふさわしいカン

ファレンスの報告レポートの形式だと言えます。 

 この目的を実現するために私たちは、「見せて、読ませて、行動させる」というクリエイティブが要求さ

れるファッション通販誌の制作経験が豊富なカメラマンとデザイナー。自らもライターであり、情報誌編

集長として多くの取材や雑誌編集の実績があり、現在は大学生を最も身近に感じている大学講師とい

う編集スタッフ。地域情報に強いタウン情報誌の元編集長という制作チームを編成しました。 
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4）体験の報告としてのコミニュティペーパーの編集制作 
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３ 『紀の川人』の発行 

 １）歴史を通じたシビックプライドの醸成 

  平成 17 年 11 月に 5 町で合併してできた本市は、旧 5 町それぞれに豊かな歴史資源があるもの

の、自分が住むところ以外の地域の歴史について、知識も薄く、また自分事にはなかなかなり得ていな

い状況です。例えば、紀伊国の唯一の国分寺が旧打田町にありますが、旧打田町以外の市民にとって

は自分のふるさとの誇らしい歴史にはなっていないのが現状です。まずは、市の歴史について広く知

り、それを旧○○町ではなく、市民全体として、いわば「紀の川人」としてのシビックプライドのなるように

したいという思いから月間 7 万部の売り上げを誇る「歴史人」編集部に依頼してフリーペーパーを作成

しました（１０００部）。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

２）配布先 

  市内の小中学校・図書館に配架したほか、できるだけ市民に参画してほしいという思いから申し込み制

で配布しました。申し込み開始から新聞にも取り上げられるなど大きな反響を呼び 2 週間程度ですべ

て在庫がなくなりました。（令和 5 年度 4 月に増版済み） また申込者に対し紀の川市の推奨度を 10

段階でお聞きしたところ、非常に高い推奨度となり、関心層のシビックプライドが高いことが証明され、

シティプロモーションによる関心層の拡大がシビックプライドの上昇につながることが分かりました。 
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 ３）内容 

「紀の川市の魅力再発見！『紀の川人』powered by 歴史人」 

 紀の川が育んだ 1400 年の歴史 悠久の歴史でつながる人と川の街 紀の川市 

  1.紀の川市は、日本が誇る「仏教の一大集約地」だった 

  2.数々の名歌を残した西行法師ゆかりの地 

  3.南北朝戦乱の地が多数所在する理由とは？ 

  4.築城名人・藤堂高虎の原点は猿岡山城だった!? 

  5.将軍・徳川吉宗の避暑地が紀の川に存在した！ 

  6.日本の医学発展に貢献した偉人たちの出身地 

        7.紀の川市 国指定・県指定文化財マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 事業の見直し  

 

１】情報発信力強化対策「ためまっぷ紀の川」の見直し 

市職員及び地域住民の情報発信力を強化し、地域情報を発信する掲示板サイト「ためまっぷ紀

の川」は、取り組み体制の準備や活用をさらに検討する必要から事業の見直しを行い、運用を令

和４年４月までとし、４月末日をもって閉鎖しました。 

 

２】ポータルサイト「住いも甘いも紀の川市」の運営と管理 

市の魅力のひとつである地域住民の情報を発信し、関係人口の創出及び拡大を担うポータル

サイト「住いも甘いも紀の川市」の運営と管理を継続しつつ、昨年度は市民を前面に出した「紀の

川 Style」というコンセプトページを開設しました。 

その中に「住み続けたいまち・紀の川市」のコンセプトに合致する人気・話題の市内の６つの飲食

店の理解と協力を得て、スマホなどから応募できる食事クーポン券プレゼントのアンケートを実施
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し、その応募受付サイトとしても活用することで、ポータルサイト「住いも甘いも紀の川市」の認知と

浸透を図りました。 

そして、「市の公式発表サイト色を薄め、市民視点でのポータルサイト」をめざした本事業のサイ

トである「紀の川 Style」も当初の開設目的を終え、今期末、２０２３年３月３１日をもってポータル

サイト「住いも甘いも紀の川市」に統合されます。 

市の事業のそれぞれの目的によって開設された発信サイトは、専門サイトとしての必要性と同時

に利用者に混乱を招く不便さを持っており、それらの整理統合によって、さらにわかりやすい情報

発信をめざすためです。 

２０２３年４月以降は、「暮らし・移住情報メディア Good Life with Kinokawa」への一本化

によってポータル（Portal/入口、玄関）サイトの名にふさわしい紀の川市の地域創生の情報の入

口としての強化を図ります。 

 



地方創生推進交付金業務実施報告書

紀の川市移住定住促進戦略事業

１．移住フェア出展事業

新型コロナウイルス感染症の流行状況を考慮しつつ、移住フェア・相談会
に参加しました。

①マイナビ就農フェスト

日時 令和4年6月26日（日）13:00～17:00
場所 グランフロント大阪マイナビルーム
相談件数 16件
相談内容 就農16件

②おいでや！いなか暮らしフェア２０２２

日時 令和4年7月31日（日）11:00～17:00
場所 OMMビル２FホールA・B・C
相談件数 17件
相談内容 住まい4件 就農6件 就業3件 その他

③いなスタ

日時 令和5年2月23日（木）11:00～16:30
場所 OMMビル2FホールA・B・C
相談件数 7件
相談内容 通勤2件 就農1件 就業1件 その他

出展実績

事業風景

マイナビ就農フェスト いなか暮らしフェア

資料①-2
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２．空き家活用促進連携事業

空き家所有者のセミナー及び相談会、空き家を利活用したい人向けのワー
クショップをそれぞれ開催しました。

①空き家対策セミナー

第1回 令和4年8月27日 打田生涯学習センター
セミナー参加者：9名 個別相談：5組

→継続相談：1件
第2回 令和4年10月8日 貴志川生涯学習センター

セミナー参加者：4名 個別相談：2組
→継続相談：2件

第3回 令和4年12月17日 粉河ふるさとセンター
セミナー参加者：7名 個別相談：4組

→継続相談：3件

開催実績

事業風景

セミナー 個別相談

アンケート結果

年代　※単数回答 カウント 割合

～20代 0 0%

30代 0 0%

40代 0 0%

50代 5 26%

60代 6 32%

70代～ 8 42%

未回答 0 0%

合計 19 100%

参加の理由　※複数回答 カウント 割合

１．空き家または空き家になりそうな住居が自分の身近にあり、対応を検討したい 12 41%

２．空き家問題について知りたい 5 17%

３．空き家の利活用方法について知りたい 6 21%

４．空き家の管理方法について知りたい 5 17%

５．その他 0 0%

９．未回答 1 3%

合計 29 100%
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②空き家活用ミーティング

第3回 令和4年11月19日
テーマ：
ゲストスピーカー：源じろう計画事務所 代表取締役 半田 雅義 氏

株式会社ＣＡＳＥ 代表取締役 近藤 威志 氏
まち歩き：12名
講演・ワークショップ：18名
満足度：94％

開催実績（会場：打田生涯学習センター）

事業風景

まち歩き 半田氏講演

近藤氏講演 トークセッション

参加の理由　※複数回答 カウント割合

１．空き家または空き家になりそうな住居が自分の身近にあり、対応を検討したい 5 19%

２．空き家問題について知りたい 1 4%

３．空き家の利活用方法について知りたい 13 48%

４．セミナー講師の事業や取り組みについて知りたい 7 26%

５．その他 1 4%

９．未回答 0 0%

合計 27 100%

年代　※単数回答 カウント 割合

～20代 0 0%

30代 5 28%

40代 8 44%

50代 4 22%

60代 1 6%

70代～ 0 0%

未回答 0 0%

合計 18 100%

アンケート結果

3



 

 紀の川市農林商工部 農業振興課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
紀の川市担い手育成支援・受入体制整備事業 

 
令和４年度実績報告 
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産地面談会等の実績報告 
本研修応募前に、「イチゴの栽培ってどんな感じ︖」「紀の川市ってどんなところ︖」と

いった不安・疑問を解消するために、紀の川市で現地視察会を開催。 

 

〇 現地視察会内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 現地視察会スケジュール 

 ① 第１回現地視察会 
   日 時︓令和４年１０⽉８日〜１１日（３日間） 
   参加者︓１１組１４名 

（和歌山県内３組、大阪４組、愛知県３組、東京１組） 
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② 第２回現地視察会 
   日 時︓令和４年１１⽉１９日〜２０日（２日間） 
   参加者︓７組１１名 

（紀の川市１組、和歌山県内１組、大阪府３組、京都府１組、神奈川県１組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 第３回オンライン説明会 

   日 時︓令和４年１１⽉３０日 

   参加者︓５名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 体験研修会写真 

2



 

〇 現地視察会終了後アンケート結果 

 ・大変満足７２％ ・満足２２％ ・未回答６％ 
 ・未回答を除く全員が満足する結果となった 
 
〇 アンケート結果（理由） 
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 １期生フォローアップ 
〇 オンライン面談 
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〇 先進地農家視察の実施 
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〇 先進地農家勉強会の開催 
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就農相談会等の実績報告 
  
 ① マイナビ農林⽔産 FEST 
   日  時：6 月 26 日（日） 

1部 13:00～15:00 （最終受付14:30） 

 2部 15:00～17:00 （最終受付16:30） 

 会  場：グランフロント南館（タワーA）31階 

大阪府大阪市北区大深町4-20 

   主  催：マイナビ就農 

ブース相談件数：17名（地域創生課と合同参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ② 第１回 UI ターン就農相談フェア 

  日  時：7月17日（日） 10:00～15:00  

 会  場：和歌山県JAビル２階 

和歌山市美園町5-1-1 

   主  催：和歌山県 

参加方法：完全予約制 

 出展者数：1４ブース 

 全体参加者：18組29名 

   ブース訪問者：７組１２名（前年度２名） 

 

 

 

 

 

 

 

       

 
③ 農業×移住 わかやまセミナー 
  日  時：8月21日（日）  

第1部セミナー  11:00～12:00 

第2部個別相談会 12:15～14:30 

 会  場：オンライン 

   主  催：和歌山県 

配信会場：ふるさと回帰支援センターセミナールームB 

 相談件数：2名 
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 ④ 東京オフィス 2022 年第 377 回ふるさと暮らしセミナー 
   日  時：9月17日（日） 17:00～19:00 

   会  場：ふるさと回帰支援センター 

        東京都千代田区有楽町2-10-1 

        東京校風会館４階 セミナールームB 

池袋サンシャインシティ 展示ホールC 

    主  催：ふるさと回帰支援センター 

来場者数：１名（オンライン３名） 

 

 

 ⑤ マイナビ農林⽔産 FEST 
   日  時：9 月 25 日（日）13:00～17:00 

  会  場：グランフロント南館（タワーA）31階 

大阪府大阪市北区大深町4-20 

   主  催：マイナビ就農 

相談件数：5名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥ マイナビ農林⽔産 FEST 
 日  時：10月15日（土）13:00～17:00 

 会  場：グランフロント南館（タワーA）31階 

大阪府大阪市北区大深町4-20 

  主  催：マイナビ農業 

 出展：和歌山県特設ブース 

 来場者数：77名 

  来場者（和歌山県ブース）：43組48名 

ブース相談件数：10名 

 
 ⑦ 新・農業人フェア 

 日  時：11月26日（土）10:00～16:30 

  会  場：ハービスホール（ハービスOSAKA） 

       大阪府大阪市北区梅田2-2-25 

主  催：(株)ツナグ・マッチングサクセス 

相談件数：24組25名 
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 紀の川市農林商工部 農業振興課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀の川市ローカル×クリエイター共創プロジェクト 
 

令和４年度実績報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料②-1 
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Ŝ



��������������	�
�����

��



����������	
�
��

��



��������������	


�



一般社団法人紀の川フルーツ観光局

令和４年度事業報告書
（令和４年４⽉１⽇から令和５年３⽉３１⽇まで）

１．重点アクションプランの実施

その１ 旬を売り、旬を感じてもらう観光の推進

フルーツのまち紀の川周遊化構想事業 〜３６５⽇フルーツを楽しめる町〜
観光庁「地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出」事業
事業費８，３６９千円 うち国補助６，６８４千円 委託先︓株式会社リクルート

取組１︓Googleビジネスプロフィール（GBP）
市内事業者のGBPへの登録および当局へのアカウント連携を実施した。
登録事業者数︓45件

また、登録事業者に対し、GBP活用セミナーを開催した。
開催日・場所 ︓ ２０２２年１１⽉７日 ＠打⽥商⼯会
講師 ︓ 株式会社FEZ
参加人数 ︓ 約10名

GBPの基礎知識、運用⽅法を学び、ワークショップを実施した。

取組２︓フルーツディッシュ開発
昨年度に引き続き、フルーツディッシュ開発へ参加募集者を募った。
結果、4事業者に対し、6メニューを開発した。

観光特産センターこかわ フルーツおにぎり
フルーツころっけ

オープンカフェ風⾞ こぼれフルーツバーガー（柿、はっさく）
⼒寿司 フルーツちらしパフェ
うてび みかんかき揚げ

季節のフルーツ細巻き

事業者名 メニュー

資料③-1
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フルーツおにぎり・ころっけ みかんかき揚げ、フルーツ細巻き

取組３︓フルーツロード ルートマップ作成およびモニターツアーの実施
観光客が各自の⾞で市内周遊できるよう、桃・柿・⼋朔・苺を中⼼に旬の
フルーツを楽しめる「フルーツロード」を作成し、モニターツアーを3回実施した。
収穫体験やランチ、デザート、観光スポット等をバランスよく含めている。
取組１︓Googleビジネスプロフィールで進めたスポット登録を活用している。

また、取組２︓フルーツディッシュを組込み、フルーツ満載のルートとなっている。
こぼれフルーツバーガー フルーツちらしパフェ

フルーツロードはWebサイト「しおりす」に掲載しており、観光客が自由に
閲覧できるシステムとなっている。

2



・ストロベリーロード ・ピーチロード

1/22 モニターツアー実施 モニターツアー実施なし
7名 個人旅⾏形式

・柿ロード ・シトラスロード

11/20 モニターツアー実施 1/23 モニターツアー実施
13名 団体旅⾏形式 4名 個人旅⾏形式

⺠間旅客運送業者による旅⾏商品の造成
受託⾦額2310千円 事業主︓丸和運輸株式会社

※観光庁「看板商品創出事業」

地域課題である「交通の便」を解消する旅客運送事業者と地域が連携し、
地域の魅⼒であるフルーツと自然をシーズン毎にでプログラム化する事業。
ハイエースで来訪者を送迎し、観光スポット、体験、グルメ等を周遊する、
モニターツアーを実施した。

モニターツアー実績 ︓ ２９組 １０３名
事業実施期間 ︓ ２０２２年１０⽉１日〜２０２３年２⽉２８日

3



旅⾏商品の収⼊
●わかやまリフレッシュプランS実績

合計

●視察受⼊実績

合計

●モニターツアー実績

合計

●アソビュー電子クーポン販売
「和歌山電鐵貴志川線・紀の川市地域巡回バスの1日乗り放題きっぷ」を
アソビューサイトにて電子クーポンで販売。
実績 ︓ 1枚／900円

旅⾏商品⼿数料の収⼊
●いちご狩り送客⼿数料実績

合計

1/29 近鉄百貨店紀の川フルーツフェアいちご狩り 69,000
2/10、11 泉佐野シティプロモーション推進協議会

15
2

522023年3⽉

2022年5⽉

2023年2⽉

場所
貴志川いちご狩り協会
貴志川いちご狩り協会
サクラファーム
貴志川いちご狩り園
サクラファーム
貴志川いちご狩り園

売上団体名
観光ビジネス研究会
株式会社空道港 1

28,0007

⽇付
10/28〜30
11/17〜18
11/25〜26

和歌山県ガーデンツーリズム推進協議会

団体名

500
2,930

10,000
2022年6⽉
2022年9⽉

四季の宿きみの
 +紀の川市特産品

10,000
5000

2022年5⽉ 4 40,000

77,500
206,500

60,000

売上

1,120
5 900

年⽉
2022年4⽉

106 9,420

⼿数料人数
16 2,220
16

1,750

プラン名

農家⺠泊体験うたたねびより
 +紀の川市特産品

3 30,000

料⾦年⽉ 人数 売上

7 70,000

10/15
日付

6 18,000
10/21 10,000

人数

4



●じゃらんアフィリエイト⼿数料 ※ホームページからの体験予約

合計

その２ フルーツを楽しめる飲食店、物産の広報と支援

フルーツ羊羹の販売
●販売実績

合計 10,846

12
13
14
15
16
17

226
919
638
660
567
288
363
120

60
42
54

2,723

3
4
5
6
7
8
9
10
11

3
3

455

№
1
2

販売先

神通温泉
3,460

455
売上件数⽉

4⽉〜9⽉

191,400

3,190,860

99,220
33,300

個数 売上
観光局

和歌山電鐵
⻘洲の⾥
特産センターこかわ
四季の郷
ねごろ歴史

984,610
67,800

251,610
185,020

164,430
83,520

ギフトセット

めっけもん広場
貴志川ふれあい市場
よってって
和歌山市観光協会
紀州館
丸己
Yahooショッピング
ふるさと納税
HP

47,560
35,140
94,080
12,180
20,000
11,200
18,000

891,790

174
180
330
42
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●6個⼊り化粧箱の作成
フルーツ羊羹をギフト用に対応すべく、6個入りの化粧箱を開発。
今後はネット販売（Yahooショッピング、ふるさと納税、HP）の他に、
紀州館や当局店頭でも販売し、更なる収益向上を目指す。

●観光協会推奨特産品へ登録
紀の川市の代表的なお土産を目指すべく、
観光協会推奨特産品へ登録。
紀の川市観光協会のイベント販売等での販路拡⼤を
期待する。

ジャムセットの開発
紀の川市産ジャム（苺、桃、柿、キウイ、いちじく、⼋朔）を当局にて
セット売りすることにより、地域ブランド化および当局の収益化を図る。

4⽉現在ではパッケージデザインが出来上がっており、本年度中にジャムの
作成を進め、販売開始を目指す。

事業者名

四季グループ

こかわや
丸駒農園
桃りゃんせ夢⼯房
紀州果宝園

いちごジャム
キウイジャム
柿ジャムソース
いちじくジャム
桃ジャム
⼋朔マーマレード

商品
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物販年間売上実績
フルーツ羊羹販売を含めた当局物販実績

紀の川フルーツフェアの開催
事業費７，０００千円 事業主︓株式会社近鉄百貨店 和歌山店

※観光庁「看板商品創出事業」

紀の川市のフルーツに関する土産看板商品の造成と販路開拓を⾏い、持続的な
名産土産品と観光商品の百貨店販路獲得を実現することを目的とした事業。
「紀の川フルーツフェア」を開催し、以下を実施した。

・ 近鉄百貨店地下にてフルーツ羊羹ほか紀の川市特産品販売、PR
・ 紀の川フルーツを使ったスイーツの企画開発、フェアでの販売
・ 2,000円以上購入で抽選で20名様をJA紀の⾥いちご農園ご招待

近鉄百貨店 紀の川フルーツフェア販売実績
開催日 ︓ ２０２２年１２⽉７日〜１３日
（参考）売上 ︓ ８１，６００円

合計

1⽉

2⽉

3⽉

4⽉

5⽉

6⽉

7⽉

8⽉

9⽉

10⽉

11⽉

12⽉

仕⼊販売

132,750

49,030

54,090

43,920

24,380

53,280

50,020

29,500

43,700

41,600

駐⾞場

49,490

58,200

140,760

82,750

863,250

183,510

261,850

202,980

139,230

125,705

153,080

188,685

782,785

600,930

207,675

144,830

289,485

3,280,745

受託販売

124,580

26,100

26,900

37,200

45,100

451,500

合計

347,890

440,300

278,310

232,820

219,725

206,960

285,665

874,405

676,520

292,775

322,790

417,335

4,595,495

39,800

45,700

26,300

39,500

50,100
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紀の川フルーツフェアいちご狩り実績
開催日 ︓ ２０２３年１⽉２１日
場所 ︓ JA紀の⾥いちご狩り農園
（参考）売上 ︓ １４２，９４０円

紀の川フルーツフェア開催後もフルーツ羊羹と桃ジャムを近鉄百貨店
和歌山店にて販売中。

（参考）2〜3⽉売上 ︓ １１４，０００円

その３ 訪⽇外国人観光客の周遊化

観光交流拠点「紀楽⾥」来場者数

2022年11⽉、日本政府により⽔際対策が緩和され、インバウンド来訪者数が
回復しつつある。
また、2020年より開始された⽔際対策は2023年4⽉29日をもって終了された
ため、今後より多くの来訪者が期待できる。

1⽉

2⽉

3⽉

合計

820

 ⽇本

674

725

270

395

605

474

827

4⽉

5⽉

6⽉

7⽉

8⽉

9⽉

10⽉

11⽉

12⽉

 台湾  香港  韓国  中国  タイ

1

7

9

10

4 22 6 8 29

127 3 8 6

68 85 5 2 6

92 19 14

73 170 4 9 33

255 3 68 58

394 761 21 130 146

他 合計

4

3

4

6

8

30

5

32

44

180

674

729

271

407

618

492

904

1,068

759

663

1,015

1,605

9,205

44

昨年度

日本 訪日

538 2

0

132 2

418 4

454 3

468 1

527 0

488 1

314 1

319 0

280 0

765 5

4,703 19

122

62

60

2

2

563

471

694

1,055

7,573
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「紀の川 秋の フルーツスタンプラリー」開催
●スタンプラリー概要

市内の産直施設、農産物が味わえる飲食店舗、土産物店等20施設をめぐる
モバイルスタンプラリーを開催。観光アプリ「Japan2Go!」を活用。
・期間 ︓ 10⽉1日〜11⽉30日 61日間
・実績 ︓ 参加者573名／スタンプ累計838個
・応募総数 ︓ 48名（3個取得46名、5個取得12名）

●データ分析結果
モバイルスタンプラリー利用者の属性情報や位置情報等を取得し、
データ分析を⾏った。
・年齢、性別 ︓ 30代〜60代の⼥性が59％を占める
・居住地 ︓ 和歌山（48％）、⼤阪（31％）、奈良（10％）の順に多い
・時間帯 ︓ 土日の来訪が70％、10時〜15時の来訪が86％を占める
・満⾜度 ︓ 「紀の川市にまた来たい」の回答が100％

9



事業者協⼒型⾃家⽤有償輸送を活⽤した「紀の川ぐるっと満喫」ツアー造成事業
観光庁「地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出」事業
事業費７，０１８千円 うち補助⾦６，００９千円

貴志駅をはじめとする公共交通利用からの⼆次交通の課題解決として、
地域タクシー事業者と協⼒した自家用有償旅客輸送を⾒据えた以下の事業を
実施した。

①コンテンツルート化業務
モニターツアーをはじめ、今後も活用できるルートを作成のため情報収集した。
歴史・フルーツ・絶景という3つのテーマからツアーが成り⽴つ可能性を
発⾒し、モニターツアーに反映した。

②モニターツアー業務
歴史・フルーツ・絶景のテーマから貴志駅から開始するツアーを3本造成し、
タクシーなど⾞を利用したツアーが成り⽴つか検証した。
ターゲットは「タイ人、欧米系、中国系」とした。

モニターツアー１．歴史編
日程︓２０２３年１⽉２６日
対象︓タイ人
⾏程︓貴志駅→⻘洲の⾥→⼒寿司→粉河寺→めっけもん広場→貴志駅
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モニターツアー２．フルーツづくし編
日程︓２０２３年１⽉２７日
対象︓欧米系
⾏程︓貴志駅→貴志川いちご狩り園→ふうの丘／風⾞

→観音山フルーツガーデン→めっけもん広場→貴志駅

モニターツアー３．景色編
日程︓２０２３年２⽉２日
対象︓中国系
⾏程︓貴志駅→パラグライダー基地→新⻯門橋→広域農道→⻘洲の⾥

→めっけもん広場→貴志駅

③意⾒交換会の開催（2回）
インバウンドに特化する形で自家用有償運送を選択の1つとした協議を⾏った。

協議会の様子。
参加された交通会社は以下の通り。
・有交紀北タクシー
・朝日タクシー
・紀北交通

11



２．観光プロモーションの実施

メディア掲載実績

フルーツ羊羹の紹介

代々あら川の桃を栽培する桃農家の産業PR動画
あら川の桃特集
地元の人がおすすめする「和歌山の桃」
MAISON FLEURIR、mulino、米市農園、
自然薯茶屋 からびなのグルメ紹介番組
フルーツ羊羹の紹介
楠⾒薫⽒ 紀の川市フルーツ⼤使 俳優業
近鉄百貨店和歌山店による紀の川フルーツフェア特集
観光庁「看板商品事業」を通した地域商品開発

6/29 anna あら川の桃特集 12/3 リビング和歌山 看板商品事業

３．マーケティング調査の実施

観光地域づくりマーケティング調査報告書の作成・公表
令和3年度実施の調査をもとに結果分析を⾏い、調査報告書の作成を⾏った。
理事会での報告、ホームページへの報告書掲載を実施した。

⽇付

6/29
anna
 （WEBマガジン）

媒体 内容

7/1
グルマンの隠れ家
（WEB番組）

12/3
リビング和歌山
（新聞、WEB）

6/13 紀の川産業PR動画

4/25
スローライフジャパン
（WEBマガジン）

8/28
楠⾒薫⽒
（WEBブログ）

12



●結果概要
・来訪者の特徴

昨年度に続き、近隣少人数のマイクロツーリズムが依然として主流。
めっけもん広場等の産直市場への来訪が多いが、他にも体験交流も盛んに
参加しており、結果として非常に⾼い満⾜度を得ている。
観光コンテンツが増加しており、地域の頑張りが実を結んだと推測される。

・調査から⾒えた⽅向性
コンテンツの内容次第で定期的な⾼消費額が狙えると思われることから、
旅⾏消費額において⼀人当たりの消費単価を上げることに⼒をいれる。
また、HP・ SNSを通じて観光コンテンツの情報を発信すると同時に
⼆次交通を整備し、市内周遊化の促進へつなげる。

市内観光客実態調査・京阪神地区在住者に対するイメージ調査を実施
令和3年度調査での結果から推移した結果を得るため、令和4年度調査では設問を
変えずに調査を実施した。

●市内観光客実態調査
市内観光スポットへQRコードを掲載したポスター・カードを設置。
市内を訪れる観光客に対して、訪問回数や消費額等を調査。

●京阪神地区在住者に対するイメージ調査
京阪神地区在住者に対して、紀の川市の認知度・イメージ、訪問経験等について
インターネットサービスによる調査を実施。

４．会議の開催
総会・理事会

・令和３年度事業報告の承認
・令和３年度決算書類等の承認
・役員候補者の選出
・令和４年度定時社員総会の招集事項
・令和３年度収⽀決算
・監査報告
・役員の選任
・代表理事の選定
・講師︓近畿⼤学経営学部教授 ⾼橋⼀夫⽒
・「地⽅におけるDMOの役割」についての講演

議事内容等

第1回理事会

会議名

定時社員総会

臨時理事会

基調講演

⽇付

6/15

7/6
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・令和４年度収⽀補正予算（第1号）の報告
・観光庁補助事業の実施に伴う借入について
・紀の川市観光協会との組織統合の検討について
・マーケティング分析結果の報告
・令和５年度事業計画について
・令和５年度収⽀予算について
・職員の任用について
・紀の川フルーツ観光局組織再生計画について

3/15 第3回理事会

第2回理事会11/30
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地⽅創⽣推進交付⾦・デジタル⽥園都市国家構想交付⾦《紀の川市ローカル×クリエイター共創プロジェクト》

目的︓本市が得意とする農業をはじめとした既存産業のさらなる振興と新たなビジネス創出を通じて頑健な地域経済循環構造を構築し、働く場を作り、稼いだお
⾦を地域に巡らせることで、住⺠所得を向上させ、将来にわたって安定した⼈⼝構造を維持し、活⼒と魅⼒のある循環型の社会を実現し、地域の魅⼒、活⼒の向
上により⼈⼝の⾃然増及び社会増の取組を強化するとともに、「交流⼈⼝」「関係⼈⼝」の創出・拡⼤等により「地⽅へ新しい⼈の流れ」を作ることを目指す。

令和3年度（2021年度）

地⽅創⽣ 推進交付⾦ 1年目

令和4年度（2022年度）

地⽅創⽣ 推進交付⾦ 2年目

令和5年度（2023年度）

事業名︓紀の川市ローカル×クリエイター共創プロジェクト

実績額︓16,671千円（国50％/市50％）

概要（計画時）︓
第１回加工商品コンテストの企画・実施を中心に事業を始

動し、認定ブランドの⽴ち上げ、また、コンテスト優秀企画
賞の商品開発の支援に着手する。併せて、コンテスト参加者
の育成も含めた、６次産業化推進のための「紀の川市農業ビ
ジネス創出スクール（初級者向け）」を開催し、新たな農業
経営への参画を促す。１年目は６次産業化推進のためのプ
ラットフォーム構築にかかる事業⽴上期と位置付ける。

事業内容︓
・紀の川市加工商品ブランド創出事業（14,680千円）
・紀の川市農業ビジネス創出スクール事業（1,991千円）

事業名︓紀の川市ローカル×クリエイター共創プロジェクト

実績額︓21,671千円（国50％/市50％）

概要（計画時）︓
引き続き、商品開発に取り組み、展示会への出品に向けて

商品化を進める。完成後には第1回コンテストの受賞商品が
ブランド入りし、展示会への出品を実施する。併せて、第2
回コンテストを実施する。また、コンテスト参加者の育成も
含めた、６次産業化推進のための「紀の川市農業ビジネス創
出スクール（初級・中級者向け）」を開催し、加工商品開発
のステップアップを促すとともに、事業推進主体である【仮
称】紀の川市加工商品ブランド協議会の設⽴に向けた準備に
取りかかる。２年目はコンテスト、ブランド認定と販売促進
までの１クールを完了し、６次産業化推進のためのプラット
フォーム構築にかかる事業展開期と位置付ける。

事業内容︓
・紀の川市加工商品ブランド創出事業（19,691千円）
・紀の川市農業ビジネス創出スクール事業（1,980千円）

事業名︓紀の川市ローカル×クリエイター共創プロジェクト

申請額︓7,062千円（国50％/市50％）

概要（計画時）︓
引き続き、商品開発に取り組み、展示会への出品に向けて

商品化を進める。完成後には第２回コンテストの受賞商品が
ブランド入りし、展示会への出品、第1回受賞商品を含めた
ポップアップショップへ出店を実施する。また、６次産業化
推進のための「紀の川市農業ビジネス創出スクール（中級者
向け）」を開催し、次年度以降のブランド認定とともに、農
業ビジネスの更なる経営の拡⼤・成⻑を促す。３年目はコン
テスト、ブランド認定と販売促進までの２クール目を完了し、
６次産業化推進のためのプラットフォーム構築を終了し、ま
た、事業推進主体である【仮称】紀の川市加工商品ブランド
協議会の体制を整え、次年度以降の事業継続の準備を含めた
事業発展期と位置付ける。

事業内容︓
・紀の川市加工商品ブランド創出事業（10,020千円）
・紀の川市農業ビジネス創出スクール事業（1,991千円）

事業⽴上期 事業展開期 事業発展期

費用対効果を測定する数値（申請値）
事業
開始前

令和3年度増加分
上段：目標値
下段︓実績値

令和4年度増加分
上段：目標値
下段︓実績値

令和5年度増加分
（目標値）

増加分計
（最終目標値）

加工商品（本事業により開発された商品）の売上額（千円） ― 0

0

0

0

+1,925(1,925) +1,925

「加工商品ブランド創出事業」による関係人口増加数（人） ― +2

+9

+4（6）
+2(11)

+2(8) +8

「紀の川市農業ビジネス創出スクール」への参加事業者数（人） ― +20

+21

+20(40)

+3(24)

+20(60) +60

資料④-1

デジタル⽥園都市国家構想交付⾦ 3年目
（地⽅創⽣推進タイプ）



地⽅創⽣推進交付⾦・デジタル⽥園都市国家構想交付⾦

目的︓関空から⾞で40分という利便性を⽣かし、関空利⽤の訪⽇観光客を紀の川エリアまで周遊させるため、①紀の川市の最⼤の魅⼒である年中とれるフルーツを楽し
んでもらえる体験型観光コンテンツ作りを強化するとともに、②関空を中心とした関⻄圏からの様々な移動手段を活⽤したツアー企画や体験商品の販売、③フルーツや
地域農産物等を活⽤した特産品を開発販売することで、旅⾏消費額の増加、地域の稼ぐ⼒の強化につなげていく。

令和2年度（2020年度）
地⽅創⽣ 推進交付⾦ 1年目

令和3年度（2021年度）
地⽅創⽣ 推進交付⾦ 2年目

令和4年度（2022年度）
地⽅創⽣ 推進交付⾦ 3年目

令和5年度（2023年度）

事業名︓関空⽴国デスティネーション化
推進事業

実績額︓2,605千円（国49.9％/市50.1％）

概要（計画時）︓
和歌山市や泉佐野市と本格的な府県域を

越えた広域連携を実施することで、広域連
携による各エリアのキラーコンテンツ造成
及びおもてなし⼈材育成による地域での消
費や観光客の取込みの可能性を探る。

事業内容︓
・位置情報調査レポート作成事業

（1,660千円）
・観光アプリ「Japan2Go!」

（945千円）

事業名︓関空⽴国デスティネーション化
推進事業

実績額︓7,500千円（国50％/市50％）

概要（計画時）︓
りんくうエリアが目的地として、食や

⽂化、コト消費等による収益構造を確⽴
していく基礎づくりを⾏う。広域連携を
⽣かし、ローカル周遊ツアーとして販売
できる環境を構築し、収益化を図る。

事業内容︓
・地域農産物を活⽤したオリジナル商品

の開発費（1,285千円）
・周遊化に向けたマーケティング調査・

周遊化促進費⽤（4,455千円）
・フルーツのまち認知度向上のためのプ

ロモーション強化費⽤（1,760千円）

事業名︓関空⽴国デスティネーション化
推進事業

実績額︓4,533千円（国50％/市50％）

概要（計画時）︓
魅⼒的な滞在コンテンツの確⽴を図る。

ＤＭＯとの連携体制を構築し、りんくう
エリアへの⼈の流れを定着化させること
で、広域エリアにおいて関空利⽤者の目
的地となるための取り組みを深化する。

事業内容︓
・地域農産物を活⽤したオリジナル商品

の開発費（1,187千円）
・周遊化に向けたマーケティング調査・

周遊化促進費⽤（2,576千円）
・フルーツのまち認知度向上のためのプ

ロモーション強化費⽤（770千円）

事業名︓関空⽴国デスティネーション化
推進事業

申請額︓8,500千円（国50％/市50％）

概要（計画時）︓
検証及び事業の確⽴期と位置づけ、広

域連携の強みを⽣かしながら、継続して
各地域が目的地となるための事業を遂⾏
し、次年度以降は交付⾦に頼らず事業と
して⾃走可能となるための効果検証を
しっかりと⾏う。

事業内容︓
・フルーツ体験コンテンツ造成費⽤
（1,000千円）
・地域農産物を活⽤したオリジナル商品

の開発費（1,500千円）
・周遊化に向けたマーケティング調査・

周遊化促進費⽤（5,000千円）
・フルーツのまち認知度向上のためのプ

ロモーション強化費⽤（1,000千円）

事業準備期・⽴上期 事業展開期 事業展開期・軌道修正期 検証及び事業確⽴期

費用対効果を測定する数値
事業開始前

(令和元年度実績)
令和２年度増加分
上段：目標値
下段：実績値

令和３年度増加分
上段：目標値
下段：実績値

令和４年度増加分
上段：目標値
下段：実績値

令和５年度増加分
目標値

増加分
最終目標値

市内宿泊施設のインバウンド宿泊者数（人） 377
+2,170（2,547）

-340（37）
+2,450（4,997）

+46（83）
+2,640（7,637）

+54（137）

+2,740（10,377） +10,000

当該事業による消費効果額（千円） －
+8,250

+3,510

+12,750（21,000）
+1,302（4,812）

+17,250（38,250）
-1,374（3,438）

+21,750（60,000） +60,000

《関空⽴国デスティネーション化推進事業》
【「紀の川市」「和歌山市」「泉佐野市」の3⾃治体による広域連携事業】 資料④-2

デジタル⽥園都市国家構想交付⾦ 4年目
（地⽅創⽣推進タイプ）


